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今月の症例

かわぐち心臓呼吸器病院

心臓血管外科 通信

過去のアーカイブはこちら →

症例： ５４歳 男性 職業 クリーニング店

主訴： 心雑音指摘

診断： 重症僧帽弁逆流

手術： MICS 僧帽弁形成術

術後から退院まで ８日

なるべく早くお仕事に復帰したいとのご希望により、
MICS手術を選択、退院後10日前後でお仕事に復
帰されました。

文責 金森 太郎

MICSメリット ３選

①わずか４ｃｍの主創

②胸骨を切らないので、早期社会復帰可能、力仕事もOK

③現在当院では、大動脈弁と僧帽弁の単独手術は、

すべてこのMICS（ミックス）手術で行っている

MICS （ミックス） 完全３D胸腔鏡下による僧帽弁形成術

Kawaguchi Cardiovascular Surgery
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2021年4月より働かせて頂いております。
それまでは東京都の榊原記念病院に9年間勤めておりました。

心臓手術は全般対応可能ですが特に冠動脈バイパス手術を担当し
ております。長期開存率に優れた内胸動脈を積極的に両側使用し、
人工心肺を使わないオフポンプ手術をほぼ全症例で行っておりま
す。
左胸の小さな傷で行うMICS-CABGも可能ですのでステント再狭
窄や石灰化の強い症例等、1枝バイパスから対応可能です。
ご紹介をお待ちしております。
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